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身体装飾を考察し、「カワイイ」に潜在した 2.5 次元化した身体として捉えることにする。 
 そして、2.5 次元化した身体が視覚芸術ではどのように表現されているのか考察することで、自
身の制作活動を位置づける。2.5 次元化した身体は、ヴァーチャルとフィジカルを行き来するイン
ターネット社会を背景としているため、インターネットが一般化した 1990 年代以降の 4名の女性
アーティストの作品から検証していく。これらの 2.5 次元化身体の考察は、3次元から考察した 2.5
次元化した身体と、2 次元から考察した 2.5 次元化した身体というように、2 次元と、3 次元の両
側から、2.5 次元という曖昧な立場を検証する方法をとった。 
 
 序章では、これまでの継続してきた自作品から、本研究に至る動機について述べた。   
 第一章では、「カワイイ」に潜在する 2.5 次元化した身体の背景を述べ、インターネット社会によ
って現代のグローバル化した世界の中で、コミュニケーションの変化によって生じた私たちの心理
的変化を追った。 
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 第ニ章では、芸術におけるリアリティの追求の仕方について、主に 70 年代のムーブメントであ
ったスーパーリアリズムに焦点をあて、身体彫刻のスーパーリアリズムにおける 2.5 次元性につい
て考察する。そして、日本のスーパーリアリズムの仮説を立てた。 
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第一章 : 「カワイイ」背景ー変遷 























































































2 節	 ヴァーチャルとフィジカルの共存時代…便所飯 
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第ニ章：仮説「カワイイ」は日本のスーパーリアリズムなのか？ 






















































































































































































るMADE IN JAPANとなっているかもしれない。 
 ガラパゴス化においては、日本の伝統的な文化を積極的に援用しているケースと、現代の「カワ
イイ」文化の独自性には伝統を排除された「文化的無臭性」ケースの、二種類に分かれるだろう。 
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第三章：2.5 次元化した身体とは？  


































































































活性化され、炸裂している装飾を帯びた 2.5 次元化した身体となっているのではないだろうか。 
2節	 3次元から考察した 2.5次元化した身体―プラスチックな身体…リアルバービー人形 






















































































































































ルに加工されながら着実に 2.5 次元化した身体へと向かっているのではないだろうか。 
4 節	 2 次元から考察した 2.5 次元化した身体―ヴァーチャル・アイドル…初音ミク 
 特に手軽に身体イメージを変貌させることができる、「カワイイ」の美意識で構成された東京の女
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まり幻影の自己像ともいえる。彼女たちはプリクラを通して育つことによって、容易に２次元と３
次元を行き来する能力が備えられているのでないだろうか？ 





 次に、今まで述べてきた 2.5 次元化した身体とは、主に 3次元から 2次元へ向かっているのでは








































は、生きた命がある身体が、命のない存在感に近づくこと。2 次元から 3 次元へと向かうとは、命
  19 
のない身体が、生きているかのように存在することでもある。言い換えると、「生」から「死」。「死」
から「生」。現代の「生」の意識化を 2.5 次元化した身体を考察することで明確にする試みである。 
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第四章：アートにおける 2.5 次元化した身体とは？ 
1 節	 3 次元から考察した 2.5 次元化した身体―身体装飾…森万里子	 




 まず 2.5 次元化した身体を表現している作品として考えられるのは、森万里子による「ティー・
















































 このような森の 1994 年のロボットに扮装したシリーズから、今日の東京の日常生活にテクノロ
ジーが溶け込んで、現実とイリュージョンの関係がカオスとなった時代に生まれたコスプレや身体
加工に対する日本人の感性をすでに映し出していた。 





















2 節	 3 次元から考察した 2.5 次元化した身体―プラスチックな身体…オルラン	 












































3 節	 3 次元から考察した 2.5 次元化した身体―カジュアル加工…スプツニ子！	 










景の中で、2000 年代以降のアート作品から 2.5 次元化した身体に対する今後の可能性を考察して
いきたい。 







































4 節	 2 次元から考察した 2.5 次元化した身体―ヴァーチャル・アイドル…（ツァオ•フェ
イ）	 
 その課題に答えようとしているかのように、インターネット空間を通して、「生」の意識化を考察
している 2000 年代以降の作品があった。中国広州生まれ曹斐（ツァオ•フェイ）は、2004 年から
「コスプレイヤー」都市における若者の空想世界を描いた連作で、曹斐は、映像作品を中心に写真







 2007 年ベネチアビエンナーレ中国館で発表された「人民城寒/RMB City」セカンドライフのア











に 2次元から 3次元に向かう 2.5 次元化した身体の作品として「生」の意識化を試みているといえ
るだろう。2 次元から考察した 2.5 次元化した身体のヴァーチャル・アイドルである初音ミクが、
ライブベントで３次元化された存在へとなっているように、曹斐の作品からも、セカンドライフ内
に存在する人物を、３次元という現実空間に引っぱりだそうとする試みとし、ネット上で活動する
スプツニ子！と同様に 2.5 次元化した身体を生み出す試みの一つではないだろうか。 





失い 2次元に偏り、2.5 次元化した身体が作品内で成立しなくなる。 





相反したベクトルを持つ 2つの表現方法は今後の芸術を通して 2.5 次元領域での「生」の意識化の
一つの分かれ目となっていくかもしれない。 
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 2 次元のヴァーチャルと、3 次元のフィジカルが共存する時代の身体を 2.5 次元の領域と位置づ
けて、「カワイイ」に潜在する 2.5 次元化した身体を浮き彫りにしていくことで、21 世紀の身体の
リアリティとは何かと、少しでも手がかりになるかもしれないと思った。 
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(図1) 自作「HIGH HEEL」2007    (図2)自作「PREZENT」2007     (図3) 自作「BAG」2005 
 
(図4) 自作「DOLL」2005                     (図8) 自作「STOCKING」2008 
 
 (図5)ファン•ホーフストラーテン「覗き見箱」17世紀  (図6)ジョン•デ•アンドレア「SUSAN」1985   
   





  33 
                                                                                                                                     
(図8)ヴァレリア・ルカノワ 「リアル・バービー人形」/(図9) ニコライ•ラマ「リアル・バービー人形」 
  
(図10) 森万里子「ティー・セレモニー」1994     (図11) 森万里子「プレイ・ウィズ・ミー」1994 
 
(図12) 森万里子「サブウェイ」1994           (図13) 森万里子「エンプティー・ドリーム」1995 
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(図17) 曹斐「Cosplayers」2004              「Un-Cosplayers : Hello Kitty」2006
 
(図18) 曹斐「Live in RMB City」2009 
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(図 19) 自作「DECOMORI」2013 
 
 
